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図4　コナラの堅果の生長・成熟期における内生生長物質の変動
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図5　クヌギとコナラの堅果の生長・成熟期における
　　ジベレリン様物質の変動
5と0．6～0．8で検出され，9月6日，9月26日
ともに活性が高かった。
　次にコナラについてみると，オーキシン様
物質はRfO～0．3，0．4～0．6，0．8～1．0で検出
され，活性は9月6E｝に最も高く，9月26日
と10月9日には減少した。生長抑制物質はRfO．
3～0．4，0．5～0．8で検出されたが，活性は9
月6日よりも9月26日と10月9日の方がやや
増加した。ジベレリン様物質（RfO．5～0．7）
は9月6日と9月26日に多く検出され，10月
9日には減少した。サイトカイニン様物質（RfO．
5～0．6あるいはRfO．7～0．8）は9月6日に最
も多く検出され，9月26日と10月9日には減
少した。次に別の年度にジベレリン様物質を
分析した結果を図5に示した。ジベレリン様物質はコナラよりもクヌギに多く含まれていた。両樹種
とも含有量は8月下旬に最も高く，漸次減少して10月の堅果の落下時期に最低になった。8月25日の
含有量はGA3換算で生重1009当たリクヌギで5．36μg，コナラで1．50μgであった。表1，2の堅果の生
長曲線と対比してみると，オーキシン，ジベレリン，サイトカイニンはいずれも堅果の生長期に多く，
成熟期に減少する傾向がみられるが，生長抑制物質は逆に堅果の成熟期に増加するようである。
　果実の生長・成熟と内容成分との関係についてみると，クヌギ・コナラの堅果は8月上旬から9月
中旬の間に急速に生長して大きくなるが，乾重量は9月上旬から10月上旬にかけて増加し，大きさの
生長よりも少し遅れる。全糖の含有率はクヌギでは9月上，中旬に，コナラでは8月下旬～9月上旬
に最高になり，堅果の成熟にともなって減少するが，粗デンプンの含有率は9月上旬から10月上旬に
かけて急激に増加する。すなわち，8月下旬から9月中旬の時期は堅果の生長の最も盛んな時期で，
細胞分裂が活発に行われ，盛んにデンプンが合成される時期である。サイトカイニンは細胞分裂を，
オーキシンは細胞分裂や細胞の伸長を促進し，ジベレリンもまたDNAの合成と細胞分裂を促進する。
これらの生長促進物質は一般に生長の盛んな部分に多く，特にジベレリンは未熟種子に大量に含まれ
ている。，果実の生長・発育と植物ホルモンとの関係は果樹類でかなり詳しく研究されている瑚。植物ホ
ルモンの時期別変動は果実の種類によって全く同じではないが，一般にオーキシン，ジベレリン，サ
イトカイニンは果実の肥大期に多く，成熟にともなって減少するようである。他方アブシジン酸は果
実の発育の後期に増加する場合が多い。林木については例が少ないが，Michalski8）がイギリスナラ
（Q％π泌励μγ）で種子の発育にともなうジベレリン様物質の変動を調べている。イギリスナラでは
発育中の種子に3種類のジベレリン様物質が認められたが，これらの物質は生長最盛期の未熟種子に
最も多く含まれており，種子が成熟するにつれて漸次減少した。筆者6）がトチノキで調査したところ，
ジベレリン様物質は生長最盛期の堅果に最も多く含まれており，完熟期の堅果では著しく減少した。
このように内生生長物質は種子あるいは果実の発育・成熟と密接に関連して変動するが，林木ではこ
クヌギ・コナラの果実の発育にともなう内生生長物質の変動 （71）
れらの物質の役割についてあまり研究されていないので，今後更にくわしく研究する必要がある。
　　　　　　　　　　　　　　　　IV　摘　　　　　　　要
　クヌギ・コナラの種子の発育にともなう内生生長物質の変動を調べた。
　1．クヌギ・コナラの種子にはオーキシン，ジベレリン，サイトカイニン，生長抑制物質（おそら
くアブシジン酸）が含まれていた。
　2．オーキシン，ジベレリン，サイトカイニンは生長最盛期（8月下旬～9月上旬）の未熟種子に
多く含まれており、種子の成熟にともなって減少した。他方生長抑制物質は未熟種子よりも成熟種子
に多いようであった。未熟種子におけるジベレリンの含有量は，GA3換算で生重1009当たりクヌギで
5．36μg，コナラで1．50μg含まれていた。
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